
克誠堂出版（株）

「口蓋帆張筋」と「口蓋咽頭筋」
の指し示す位置が逆

正誤表

『形成外科治療手技全書Ⅳ 先天異常』

本書に下記の誤りがございました。
　　① p.113　　② p.143
ここに謹んで訂正致します。

口蓋裂正常

口蓋垂筋
uvular m.

口蓋舌筋
palatoglossus m.

口蓋咽頭筋
palatopharyngeal m.

口蓋帆張筋
tensor veli palati m.

口蓋帆挙筋
levator veli palatini 
muscle

図 3　筋の解剖
（小林眞司：口唇口蓋裂の解剖．胎児診断から始まる口唇口蓋
裂，p29，メジカルビュー社，東京，2010 を参考に作図）
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【誤】 【正】

① p.113
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口蓋垂を示す　の位置が少し右にズレている
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